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高
家
駐
在
所
の
管
内
に
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
万
引
き
犯
の
届
出

を
受
け
れ
ば
検
挙
し
て
い
ま
す
。

　
万
引
き
は
、
窃
盗
罪
で
あ
り
、
出
来
心
で
あ
っ
て

も
、
安
い
商
品
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の
物
を
盗
む
行

為
は
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

軽
い
気
持
ち
で
お
店
の
商
品

を
盗
ん
で
し
ま
う
と
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

万
引
き
は
犯
罪
！
万
引
き
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

御坊警察署
TEL：23-0110

高家駐在所

比井駐在所

きしゅうくん

万
引
き
は
犯
罪
で
す
！

期
間（
4
月
6
日
～
15
日
）

　
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境
の
確
保
！

○ �

子
ど
も
達
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
通
学
路
等

で
見
守
り
活
動
を
励
行
す
る

○ �

車
両
の
運
転
時
、
横
断
歩
道
や
交
差
点
で
は
特
に
注
意

し
て
走
行
す
る

○ �

歩
行
者
は
横
断
歩
道
を
利
用
し
、
横
断
時
は
必
ず
左
右

を
確
認
し
て
か
ら
横
断
す
る

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
！

○ �

着
用
し
な
け
れ
ば
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
、
危
険
性

が
増
し
て
死
亡
事
故
に
も
繋
が
る

○ �

後
部
座
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

　
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

○ �

車
に
限
ら
ず
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
も
取
締
の
対
象
と

な
っ
て
い
る

○ �

運
転
手
に
酒
を
勧
め
な
い
、

飲
酒
し
た
人
に
運
転
を
さ
せ

な
い
、
車
も
貸
さ
な
い

○ �

飲
酒
運
転
は
重
大
犯
罪
！

　
代
行
業
者
の
利
用
、
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
の
確
保
等
を
徹
底

し
、
絶
対
に
飲
酒
運
転
し
な
い

よ
う
ご
注
意
を

　
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
を
受
け
全

国
的
に
山
岳
遭
難
の
発
生
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
登
山
等
を
す
る
場
合
は

○�

自
分
の
体
力
を
過
信
せ
ず
に
、

無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
る

○�

1
人
で
行
か
ず
、
可
能
な
限
り

2
人
以
上
で
行
く

○�

必
要
な
飲
食
物
、
装
備
品
や
薬

品
類
を
事
前
に
用
意
し
確
実
に

携
行
す
る

○�

コ
ー
ス
の
下
調
べ
や
天
気
予
報

の
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
い

○�

山
岳
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警

察
本
部
や
、
地
元
の
警
察
署
に

対
し
て
、「
登
山
届
」
や
「
登
山

計
画
書
」
を
届
け
出
る
等
を
心

掛
け
て
、
山
岳
遭
難
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

春 の 行 楽 期 に お け る 山 岳 遭 難 の 防 止

交
通
事
故
や
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

　

近
頃
、
駅
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ス
ー
パ
ー
等
の
駐
輪
場
で

無
施
錠
の
自
転
車
を
よ
く

見
ま
す
。

　
日
高
町
に
も
、
Ｊ
Ｒ
紀
伊

内
原
駅
や
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
等
が
あ
り
、
駐
輪
場
を

使
う
機
会
は
多
い
た
め
、
必
ず
駐
輪
す
る
際

に
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
は
、後
輪
の
馬
蹄
錠
だ
け
で
な
く
、

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
等
も
使
い
、
二
重
ロ
ッ
ク

を
す
れ
ば
さ
ら
に
安
心
で
す
。

　
統
計
で
は
、
盗
ま
れ
た
自
転
車
の
大
半
が

無
施
錠
の
自
転
車
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
前
か
ご
や
バ
イ
ク
の

荷
台
に
鞄
や
荷
物
を
置
く
こ
と
も
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
Ｊ
Ｒ
紀
伊
内
原
駅
の
駐
輪
場
は
有

料
の
駐
輪
場
で
あ
り
、
利
用
す
る
際
は
、
必

ず
日
高
町
役
場
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自 転 車 等 の 盗 難 防 止！
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公民館図書室だより

『ごきげんな40歳になりたい』
おづ　まりこ 著

　真新しいダイニングテーブル、
やってみたかった髪色…。四十路
に突入した関西在住の漫画家が、
毎日のちょっとした楽しい変化を
綴るコミックエッセイ。『CREA
コミック＆エッセイルーム』連載
に描きおろしを加えて書籍化。

『どうしたらふえるかな？
　　　ポンタとまなべる絵本』

いとのり　けんたろう さく
かのう　みなこ　え

　たぬきのポンタのおやつは、1日1個
のみかん。食べるのをちょっとがまん
したら、次の日みかんが2個になった。
どうしたらもっとふえるかな…? 1個
のみかんを100個にふやす物語を読み
ながら、お金の知識が身につく絵本。

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

おすすめ図書

おすすめ雑誌

新　着　図　書
☆ごきげんな40歳になりたい	（おづ　まりこ）
◦初雪　海は灰色　第１部	 （柴田　よしき）
◦ルーカスのいうとおり	 （阿津川　辰海）
◦数学者と聖骸布騎士団（KZU）
	 （藤本　ひとみ）
◦普天を我が手に　第３部	 （奥田　英朗）
◦分裂蜂起	 （佐々木　譲）
◦晴れの日の木馬たち	 （原田　マハ）
◦�魔法律学校の麗人執事　シーサイド・アド
　ベンチャー３	 （新川　帆立）
◦おまあ推理帖	 （諸田　玲子） 
◦飼い犬に腹を噛まれる	 （彬子女王） 
◦猿	 （京極　夏彦） 

☆どうしたらふえるかな？
　ポンタとまなべる絵本
	 （いとのり　けんたろう）
◦せかいいちのおおどろぼう（えほんのもり）
	 （みき　つきみ）
◦ダンス★フレンド（ブルーバトンブックス）	
	 （カミラ・チェスター）
◦プリンセスのおやくそく　
　すてきなおさほうがみにつく
　	 （こがね　はな）
◦みえないおしごと	 （とくなが　けい）
◦はみがきはーい！　	 （西村　敏雄）
◦ぶんぶくちゃがま（日本むかしばなし）
	 （いもと　ようこ）
◦ぷ	 （たなか　ひかる）

など合計19冊！ など合計14冊！

一 般 書 児 童 書

文藝春秋 講談社

【お問い合わせ先】　中央公民館（ＴＥＬ：６３・３８１１）

開室日：月曜日～土曜日　午前８時30分～午後５時
閉室日：日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間

　雑誌はバックナンバーが貸し出し可能です。
　ぜひ手に取ってみてください♪
　取り扱い雑誌は蔵書検索で確認できます。

日高町中央公民館図書室
蔵書検索はこちらから⇒
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